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合成化学を基盤とするCO2分離材料の開発

► 実⽤化を⾒据えた材料開発を⽬指し、合成化学に⽴脚した分離材料を設計・合成
► 材料合成を起点として、材料評価、プロセス実証までをシームレスに推進
► 実⽤化に重要となる、夾雑物耐性に優れる新たなCO2吸着剤を開発

本研究で推進するCO2分離材料の開発

研究成果︓夾雑物耐性に優れるCO2吸着剤の開発
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企業との実証試験

物質溶解性・反応性を分⼦
設計により制御

実⽤化に向けた性能評価装置
を独⾃に構築

実証試験へ早期に展開し、材料
の改良へフィードバック

課題
 低濃度CO2を分離回収する既存の吸着剤は、ポリアミンを多孔質⽀持体に

担持した吸着剤が主流であり、排ガスや空気に含まれる夾雑物（酸素、⽔
蒸気等）により性能が低下
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図. 層状配位⾼分⼦の設計イメージ

期待される特徴
① ⾦属錯体由来の層状化合物 ⇒結晶性と柔軟性の両⽴
② 有機層（層間）への分⼦挿⼊ ⇒CO2吸着性分⼦の⽀持体として利⽤
③ アミノ酸を配位⼦として活⽤ ⇒側鎖構造の最適化により、層間の分⼦親和性を制御

図. Zn(Leu)2の結晶構造および担持した塩基性塩の構造
写真: 加湿ガス暴露後の吸着剤の写真（CO2濃度: 400 ppm、露点: 20 ℃）

層間に各種塩基性塩を担持

図. 既存吸着剤(左)と新規開発した吸着剤(右)の酸化耐性の⽐較
(ガス組成︓CO2(0.04%)/O2(21%)/H2O(2.3%)/N2(Balance)、ガス暴露条件︓ 120 ℃, 24h)

ポリアミン担持シリカ KLeu担持Zn(Leu)2

 模擬空気曝露による加速劣化試験により、新規開発したCO2吸着剤は
既存のポリアミン担持シリカに⽐べ、⾼い酸化耐性を⽰すことを実証

ポリアミン担持シリカ
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研究背景 研究アプローチ︓新規⽀持体の設計

⽀持体および吸着剤の合成 加速劣化試験による耐久性評価

図. 吸着法の概念図と吸着剤の例

 ロイシンを配位⼦とする配位⾼分⼦(Zn(Leu)2)を合成し、層状化合物であることを確認
 Zn(Leu)2を⽀持体として塩基性塩を担持した吸着剤は、⽔蒸気共存下でCO2を吸着

https://www.takuma.co.jp/news/2024/
20241125.html


